
一般社団法人 統計関連学会連合 2025 年度第 5回理事会 議事メモ 

 

日 時：2025 年 12月 27日（土）14:27～15:27 

場 所：筑波大学自然系学系棟 D802 および Zoom（ミーティング ID: 929 7415 7326）を併用したハイ

ブリッド出席型バーチャル理事会として実施 

 

 

出席者： 

【理事】青嶋誠(理事長：議長)、 

足立浩平、狩野裕、坂本亘、田畑耕治、冨田誠、服部聡、松井茂之、南美穂子、山本義郎 

【監事】樋口知之、宿久洋 

 

陪席者： 

【JJSD 編集委員長】丸山祐造 

【2025 年度幹事】石岡文生、小池祐太 

 

会議に先立ち、理事会の定足数（現在の理事数の過半数にあたる 6 名）に対し、出席理事の数がこれを

上回っていることが確認された。また、前回の理事会の議事メモが確認された。 

 

 

審議事項 

1. 連合理事会・定時社員総会等のスケジュールについて 

 石岡幹事より、連合の法人化に伴い、定款の定めに従う形で、年度末・年度初めの時期における理事

会、社員総会および監査を資料の通り執り行うことが提案され、審議の結果、承認された。 

  

2. その他 

 特になし。 

 

 

報告事項 

1. JJSD の新体制について 

 丸山 JJSD編集委員長より、JJSDの新体制について以下の通り報告があった。 

・2026年 4月 1 日から始まる第３期の Editorial Board については、基本的には第２期の構成を引き継

ぐ。 

・Coordinating Editorと Associate Editor のそれぞれについて、第２期と同程度の人数を各学会から

選出していただく。 

 

2. JJSD の現状について  

 丸山 JJSD 編集委員長より、2025 年 1 月 1 日以降の投稿本数、現在ハンドリング中の本数、これまで

の採択率、今後の特集の予定について報告があった。また、2026 年より 3 月、6 月、9 月、12 月の年４



回刊行となることが報告された。刊行回数の増加による Springerへの業務委託経費の変更は生じないこ

ともあわせて報告された。 

 

3. 事業委員会および統計教育推進委員会の体制について 

 石岡幹事より、今期（2025～2026 年度）の事業委員会および統計教育推進委員会の体制について報告

があった。事業委員会については、互選により伊藤聡先生（統計数理研究所）が委員長に選出され、統

計教育推進委員会については、互選により藤井良宜先生（宮崎大学）が委員長に選出されたことが報告

された。また、2025 年 9 月に開催された第１回事業委員会の内容、および統計教育推進委員会の前期で

の活動報告及び今期の活動予定が資料に基づいて報告された。 

 

4. 統計関連学会連合と統数研との MOU 締結について 
 青嶋理事長より、連合の法人化に伴い、2023 年度第２回組織委員会（2023 年 9 月 7 日開催）に

おける報告事項２に基づいて、統計数理研究所と、赤池メモリアルレクチャー賞運営を含む連携・

協力に関する MOU 締結の手続きを進めていることが報告された。 
 
5. 「数学・数理科学専攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流会 2025」について 

 青嶋理事長より、標記の研究交流会が、日本数学会・日本応用数理学会・統計関連学会連合の共

同主催で、2025年10月25日（土）に武蔵野大学有明キャンパスにて開催されたことが報告された。

参加者は 170 名、ポスター発表 67 件で、統計分野からは海野哲也氏（筑波大学数理物質博士後期 1

年）がベストポスター発表賞を受賞したことが報告された。 

 

6. 次期学習指導要領に関する政策提言案への協賛について 

 青嶋理事長より、日本品質管理学会 TQE 特別委員会委員長の鈴木和幸先生から、【問題発見・解決

能力（科学的問題解決力）を核とした総合的な学習・探究・AIリテラシー 教育の体系化について―

「問題発見・解決能力」を学習の基盤として明示するために―】と題する次期学習指導要領への政

策提言案への協賛の依頼があり、連合執行部で検討した結果、連合として賛同できる内容であった

ため、提言に協賛した旨が報告された。 

 

7.協賛・後援について 

 石岡幹事より、前回の理事会以降、以下の提言・会議に対する協賛・後援依頼があり、金銭的・人的

負担が発生しないこと、および連合として承諾して問題がない旨を確認したため、理事長判断で承諾し

たことが報告された。 

・ 次期学習指導要領に関する政策提言【問題発見・解決能力（科学的問題解決力）を核とした総合的

な学習・探究・AI リテラシー 教育の体系化について―「問題発見・解決能力」を学習の基盤とし

て明示するために―】への協賛（2025 年 11 月） 

・ （JST）科学技術振興機構主催： 

数学と諸分野の連携にむけた若手数学者交流会 2026（2026年 3 月 21 日～2026年 3 月 22 日、ビジ

ョンセンター西新宿） 後援 

 

8. その他 



 青嶋理事長より、次回理事会は、3 月 31 日までに開催予定であり、後日に日程調整を行う旨が報告さ

れた。 

 

 


